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外来語を含む複合語短縮形の通時的変化 
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0. はじめに 
本稿は、外来語を含む複合語短縮形を研究対象として扱う。 
ここでいう外来語を含む複合語短縮形とは、例えば、「省エネ」「プロレス」のような語
彙を指す。本稿では、1956 年と 1994 年にそれぞれ刊行された雑誌からの資料を用い、複
合語短縮形の語構成・拍数・短縮パターンを分析し、年代による変化に注目した。 
なお、本稿において特に断りのない場合、下線は筆者による。 
 
1. 先行研究 
1.1. 宮地 (1997) 
宮地 (1997) は、『新明解国語辞典』から洋語(カタカナ語)の見出し語 58,431 語を抽出し、
分析している。その中から得られた混種語について以下のように述べている。 
(それらの混種語は)全て名詞であり、洋語語基の接辞化などの現象は見当たらない。し
かし、外来語同士の複合語である「ニアミス」、「ニューフェイス」、「マタニティドレス」
などの「ニア」、「ニュー」、「マタニティ」などは原語での形容詞の意味がよく意識される
と、混種語(「ニュー政策」など)を生む可能性が大きい。もともと接辞的なものなら、「ア
ンチ巨人」などと、すでに言っているのだから、接頭辞は少数ながら日本語的になってい
るものがあると言えよう。洋語を含む混種語は、洋語の日本語化の一つの指標であろう。 
(宮地 1997: 154-156 を要約) 
1.2. 林 (2004) 
林 (2004: 66) は、カタカナ語辞典、雑誌、シナリオ集、小説から外来語の複合語の略語
(全語数は不明)を採集し、まずその形成過程の違いによって、「省略語基の複合による略語
(例：ロケ＋バス → ロケバス)」と「複合語の短縮(例：アパートマンション → アパ
マン)」とに分類した。さらに“外来語と、和語もしくは漢語との複合語”を「混種語」、
“外来語同士の複合語”を「複合語」と名付けて区別し、それぞれの略語の拍数や短縮パ
ターンを分析している。 
 
1.2.1. 省略語基の複合による略語 
林 (2004) は、「省略語基の複合による略語」については、省略語基のみを問題とし、語
種や結合している語については詳しく触れていない。 
林(2004: 64-65) は、「混種語」「複合語」いずれにおいても、省略語基は後項に位置する例 
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(「攻撃ヘリ」、「パンチパーマ」など)よりも、前項1に位置する例(「レジ横」、「ロケバス」
など)のほうが多いこと、「混種語」の省略語基は 2 拍のものが半数を占め、「複合語」の省
略語基は 2 拍に偏ることなく、2 拍と 3 拍に分散していることを指摘している。 
 
1.2.2. 複合語の短縮語 
林 (2004: 63)は、「複合語の短縮語」について、[2 拍＋2 拍]のパターンが、「混種語」で
は 80％、「複合語」では 70％を占めており最も多く、このパターンが外来語の複合語の典
型的な短縮パターンだと言える、と述べている。 
 
表 1: 「外来語の複合語」における短縮パターン別の語例数 
 
a: 前項・省略形 b: 後項・省略形 A: 前項・非省略形 B: 後項・非省略形 
 ( ): 省略された部分 
「混種語」: 外来語と、和語もしくは漢語との複合語 
「複合語」: 外来語同士の複合語 
(林 2004: 62 より筆者作成) 
林 (2004: 61)は、前・後項要素のそれぞれ前の 2 拍ずつをとって短縮した[a( )＋b( )]パタ
ーンが最も生産性を持つ典型的な短縮パターンであり、また、前項要素より後項要素の方
が短縮されやすいと言え、こうした特徴は混種語と外来語同士の複合語で共通している、
としている。 
                                                        
1 林 (2004) における「前項」「後項」という用語は、他の先行研究における「前部分」「後部分」と同義
である。 
2 ここで例として挙げられている「億ション」について、林 (2004)は「一億」と「マンション」の複合語
短縮形として捉えている。しかし、「億ション」は「マンション」からの類推から作られているため、短
縮語とは言い難く、分析の対象として認めるべきかどうか問題がある。 
 短縮パターン 混種語 複合語 例 
[a( )＋b( )] 12 38 ドタキャン、天パー、ゲーセン、プリク
ラ 
[a( )＋( )b] 0 7 コーポラス、メロコア、ソフトノミクス
[( )a＋( )b] 1 0 億ション2 
[A＋b( )] 9 18 赤ヘル、朝シャン、ミニパト、ハイソ 
[A＋( )b] 0 3 カードホリック、シルバーピア、ロムド
ル 
[a( )＋B] 4 8 リボ払い、ビニ傘、パトカー、ヤンママ
複合語 
短縮 
[A＋(B)＋c( )] 0 2 (例なし) 
[a( )＋(B)] 0 6 マグ 複合語 
語省略 [A＋(B)] 0 4 ポジ 
合計 26 86  
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2. 研究方法 
本稿では、国立国語研究所編 (1997)『現代雑誌九十種の用語用字 全語彙・表記』(以下
『語彙表 56』)と、同研究所 (2006)『現代雑誌 200 万字言語調査語彙表 公開版 (ver.1.0)』
(以下『語彙表 94』)という 2 つの異なるコーパスから外来語を含む複合語短縮形を採集し、
語構成・拍数・短縮パターンの観点から比較検討することで、外来語の複合語短縮形の特
徴を明らかにする。ここでいう「語構成」とは、複合語を構成する語種及び品詞について
である。「短縮パターン」については、林 (2004) の枠組み(1.2.2. 表 1 参照)をそのまま使
用した。 
 
2.1. コーパスについて 
『語彙表 56』には、国立国語研究所が 1956 年～1962 年にかけて行った調査の成果であ
る 1956 年刊行の雑誌 90 誌 1 年分から抽出した 39,997 語が収められており、それぞれの語
について、語種・出現回数が併記されている。外来語については原語も併記されている。
扱っている雑誌は、「評論・文芸」(『新潮』など 12 誌)、「庶民」(『週刊朝日』など 14 誌)、
「実用・通俗科学」(『エコノミスト』など 15 誌)、「生活・婦人」(『装苑』など 14 誌)、
「趣味・娯楽」(『音楽の友』など 35 誌)の 5 ジャンルに分類されている。 
『語彙表 94』は、国立国語研究所「現代雑誌 200 万字言語調査」(2001 年度～2005 年度
実施)の成果として公開されたもので、1994年刊行の月刊誌 70誌 1年分から抽出した 59,397
語が収められており、語種・品詞・出現回数が併記されている。外来語の原語は記されて
いない。扱っている雑誌は『現代』『世界』などの総合誌をはじめとして、文芸・ファッシ
ョン・家庭・料理・育児・医学・旅・スポーツ・自動車・趣味・芸能・音楽・写真・美術・
科学・経営・経済・エレクトロニクス・広告といった幅広いジャンルに及んでいる。 
 
2.2. 語彙採集方法 
2 つの語彙表 (エクセルファイル)それぞれについて、外来語を含む語彙をそれぞれ絞り
込み、その中から複合語の短縮形を手作業で選別していった。選別の際、見慣れない語彙
や、複合語の短縮形なのかわからない語彙については、google および『大辞泉 増補・新装
版』を参照し、研究対象となるかどうかを判定した。 
なお、以下の条件のいずれかに当てはまる語彙については研究の対象外とした。 
 
[1]   固有名詞(商品名・社名など)。短縮語かどうかの判断が困難であるため対象外とした。 
[2]   もともとの語(短縮する前の語)が不明のもの。 
[3] 「マグ(マグカップの略)」など、前部分もしくは後部分が全て省略されているもの。 
 
上記の採集方法によって抽出された語彙は、『語彙表 56』で 51 語、『語彙表 94』で 247
語の、計 298 語であった。 
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3. 語構成・拍数・短縮パターンの比較 
2.2 で述べた方法によって抽出された『語彙表 56』の 51 語と『語彙表 94』の 247 語を、
それぞれ「混種語」と「外来語同士の複合語」とに区別した上で、それぞれ「語構成」「拍
数」「短縮パターン」の項を立てて『語彙表 56』と『語彙表 94』の比較・分析をする(3.1~3.2)。
3.3 では、特に『語彙表 94』のみで見られた種類の語彙について言及する。 
 
3.1. 混種語 
本研究の対象となる混種語は、『語彙表 56』において 27 語(0.07%)、『語彙表 94』におい
て 49 語(0.08%)であった(括弧内は母体のデータ数に対する割合)。母体のデータ数に対する
割合はほぼ変わっておらず、外来語を含む混種語は増加したとは言い難い。 
 
3.1.1. 語構成 
混種語においては、「ビル
街」のような、[外来語＋漢
語]という構成の生産性の
高さが 40 年間保持されて
いることが明らかになった。
もともと 2 拍の漢語だけで
はなく、「アマ連」のように
3 拍以上の漢語を 2 拍に縮
めたものや、「アメ車」のよ
うに 1 拍漢語を外来語の後
に結合させる方法が増加し 
 
表2: 『語彙表56』混種語の語構成 
 
 
表3: 『語彙表94』混種語の語構成 
 
ていることも明らかになった。複合語の短縮がさかんにされるようになったことで、結合
させることのできる漢語の幅が広くなったと考えられる。「全」や「脱」といった接頭語が
用いられている語彙も見られたが、宮地 (1997) で述べられていたような、外来語の形容
詞や接頭辞が漢語や和語と結びついて生み出された混種語の例は得られなかった。 
 
3.1.2. 拍別による分類 
抽出された語を拍別に分
類すると、『語彙表 56』で 
は 4 拍語が半数を占めてお
り、その全てが[2 拍＋2 拍]
という構成である。『語彙表
94』では 4 拍語が最も多く、
次いで 3 拍語、5 拍語とい
う結果になった。『語彙表 
表 4: 『語彙表 56』混種語 
語別語数 
 
                
 
 
 
 
表 5: 『語彙表94』混種語 
拍別の語数 
 
 
 
 
 
94』の 4 拍語の構成は『語彙 
語種 
前部分 後部分 
語彙
数 
外来語 漢語 29
外来語 和語 5
漢語 外来語 7
和語 外来語 8
合計 49
語種 
前部分 後部分
語彙数
外来語 漢語 14
外来語 和語 5
漢語 外来語 6
和語 外来語 2
合計 27
拍数 語彙数
3 3
4 14
5 5
6 5
合計 27
拍数 語彙数 
2 2 
3 13 
4 20 
5 12 
6 2 
合計 49 
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表 56』の 4 拍語と同様、全て[2 拍＋2 拍]となっており、この短縮方法の生産性の高さが伺
える。 
『語彙表 94』の 3 拍語は『語彙表 56』のそれに比べてやや多い。「レ線(レントゲン線)」
「ス権(スパイク権)」、「ブ点(ブロック点)」、「塩ビ(塩化ビニール)」など、外来語部分を 1
拍まで短縮した 3 拍語が増加してきており、より短い短縮語を作ろうとする傾向の表れだ
と言える。 
 
3.1.3. 短縮パターンによる分類 
表 6: 『語彙表 56』混種語 短縮パターン別の語数 
短縮パターン 語彙数 例(短縮前の語) 
a( )+b( ) 2 塩ビ(塩化ビニール)、燐コデ(燐酸ヒドロコデイン) 
a( )+B 19 アプレ娘(アプレゲール娘)、インテリ層(インテリゲンツィア層) 
A+b( ) 5 名コンビ(名コンビネーション)、赤パン(赤パンツ) 
( )a+B 1 ズカファン(宝塚ファン) 
合計 27 
 
表 7: 『語彙表 94』混種語 短縮パターン別の語数 
 
『語彙表 56』では、外来語の省略語基と漢語や和語が結合して複合語短縮形を作る a( )+B
パターンが主流であったが、『語彙表 94』では、前部分と後部分をそれぞれ短縮する a( )+b( )
パターンもさかんに用いられていることが明らかになった。混種語の全語数が母体データ
に占める割合は『語彙表 56』と『語彙表 94』でほとんど差がないため、混種語においては、
量的な変化ではなく質的な変化が起きたと言えよう。 
 
3.2. 外来語同士の複合語 
本研究の対象となる語は『語彙表 56』において 24 語(0.06%)、『語彙表 94』において 198
語(0.33%)であった(括弧内は母体データに対する割合)。外来語同士の複合語が 40 年間の間
に大きく増加したことは明らかである。 
 
短縮パターン 語彙数 例(短縮前の語) 
a( )+b( ) 12 アル中(アルコール中毒)、アマ連(アマチュア連盟)、連ドラ(連続ドラマ) 
a( )+B 22 アメ車(アメリカ車)、レ線(レントゲン線)、ポリ袋(ポリエチレン袋) 
A+b( ) 14 省エネ(省エネルギー)、財テク(財産テクニック)、白バイ(白バイク) 
その他 1 エキパイ部(エキゾーストパイプ部) 
合計 49 
柴垣 知香 
 
 
 
- 126 -
3.2.1. 語構成 
ほとんどの語彙が名詞同士の複合語であるが、前部分に形容詞や接頭辞を持つ語彙も少 
数であるが見受けられた。『語彙表 56』では、「プチブル(プチブルジョワ)」に見られるよ
うな 2 拍形容詞・接頭辞か、「インハイ(インターハイスクール)」のように 2 拍に短縮した
接頭辞が用いられているが、『語彙表 94』ではさらに、「オートロ(オートローテーション)」
「トップデモ(トップデモンストレーター)」に見られるような 3 拍形容詞が短縮されずに
用いられている。これらの外来語形容詞・接頭辞は、混種語に見られた「全」「脱」のよう
な接頭語と同じ役割を担っており、様々な語と結合して複合語を形成することができる。
ただし、出現した形容詞・接頭辞は全部で 10 種類しかなく、日本語化している外来語の接
頭辞はそう多くはないと思われる。 
 
3.2.2. 拍別による分類 
『語彙表 56』では混種語
同様、4 拍語が半数以上を
占め、その全てが[2 拍＋2
拍]という構成である。『語
彙表 94』でも、同様の構成
の 4 拍語が最も多い。 
『語彙表 94』では、5 拍
以上の語が全体の約 6 割を
占めている。これは、5 拍
以上の語には省略語基との
結合語が多く、一つの省略
語基がいくつもの複合語を 
 
表 8: 『語彙表 56』外来語      
同士の複合語拍別の語数 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表 9: 『語彙表 94』外来語 
同士の複合語拍別の語数 
 
 
生み出しているためである。 
こうしたパターンの語が増加したのは、省略語基が結びつくことのできる語が増えたこ
と、車など機械関連の用語の多くが短縮され、省略語基化されたこと(「スタビバー(スタ
ビライザー1バー)」、「サスカー(サスペンション2カー)」など)が理由として挙げられる。こ
のような点は、通時的変化の大きな特徴と言える。 
『語彙表 56』における 3 拍語は 1 例のみで、『語彙表 94』の 3 拍語も 6 例と少なく、3
拍語が多く見られた混種語の場合と異なり、外来語同士の複合語では、3 拍語は増加傾向
にはないと言える。 
 
                                                        
1 車・船・飛行機などで、横揺れを防ぐための安全装置のこと。
(http://yokomo-parts.livedoor.biz/archives/406996.html 2008/12/19 より） 
2 バイク・自動車用語。本来は、タイヤと車体をつないでいるパーツのことを指すが、一般的には地面の
段差などがまねく衝撃を吸収し、快適ライディングを担うパーツという意味で使われることが多い。
(http://www.weblio.jp/ 2009/1/1 より） 
拍数 語彙数
2 2
3 1
4 12
5 4
6 3
7 2
合計 24
拍数 語彙数 
  
3 6 
4 78 
5 41 
6 36 
7 37 
合計 198 
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3.2.3. 短縮パターンによる分類 
 
表 10: 『語彙表 56』外来語同士の複合語 短縮パターン別の語数 
 
表 11: 『語彙表 94』外来語同士の複合語 短縮パターン別の語数 
短縮パターン 語彙数 例(短縮前の語) 
a( )+b( ) 58 アマオケ(アマチュアオーケストラ)、スタジャン(スタジアムジャンパー) 
a( )+B 72 アマボクサー(アマチュアボクサー)、ナビソフト(ナビゲーションソフト) 
A+b() 61 ボスキャラ(ボスキャラクター)、カラーネガ(カラーネガティブフィルム) 
a( )+( )b 1 アジト(アジテーションポイント) 
その他 6 ナスターレース(ナショナルスタンダードレース) 
合計 198
 
a( )+b( )パターンの語は、いずれも[1 拍＋1 拍]もしくは[2 拍＋2 拍]の語で、前部分と後
部分が異なる拍数の語は見られなかった。 
『語彙表 94』では、a( )+b( )のパターン、a( )+B のパターン、A+b( )のパターンがそれぞ
れ全体の 3 割前後を占め、この 3 つの短縮パターンが外来語の複合語に対して広く使われ
るようになったことで、外来語の複合語短縮形は大きく増加したと思われる。a( )+B、A+b( )
のパターンには、省略語基との結合による語のほか、「ハイ」、「プチ」、「トップ」、「オート」
など 2 拍・3 拍の形容詞が短縮語と結合した語が目立った。 
 
3.3. 複合語短縮形の省略語基化 
『語彙表 56』には見られず『語彙表 94』で見られた現象として、a( )+b( )パターンの複
合語短縮形がさらに省略語基や漢語、他の外来語と結びついて 1 語を形成するというもの
があった。以下の 5 例である(下線が複合語短縮形部分、波線はその元の部分)。 
(1) エキパイ部(エキゾーストパイプ3部) 
(2) スタビレスヘリ4(スタビライザーレスヘリコプター)
                                                        
3 自動車などの排気管。(『大辞泉 増補・新装版』【エキゾーストパイプ】の項より） 
4「スタビレスヘリ」はラジコン用語で、スタビライザーを取り外した状態のラジコンヘリコプターのこ
と。(http://yokomo-parts.livedoor.biz/archives/406996.html 2008/12/19 より） 
短縮パターン 語彙数 例(短縮前の語) 
a( )+b( ) 7 モボ(モダンボーイ)、バンマス(バンドマスター) 
a( )+B 5 プロレスラー(プロフェッショナルレスラー)、インハイ(インターハイスクール) 
A+b( ) 10 マスコミ(マスコミュニケーション)、ヨードカリ(ヨードカリウム) 
a( )+( )b 2 アジト(アジテーションポイント)、レバテキ(レバーステーキ) 
合計 24
柴垣 知香 
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      (3) ナスターレース(ナショナルスタンダードレース5) 
(4) パソコンライフ(パーソナルコンピューターライフ) 
(5) ラジコンライフ(ラジオコントローラーライフ) 
 
上記の例に見られる「エキパイ」、「スタビレス」などは、他の語と結びついて 1 語を形
成していることから、短縮形というよりは 1 語として認識されていることがわかる。「パソ
コン」、「ラジコン」などはそのいい例であり、これらの語は、もともとがどんな形であっ
たかが意識されることもなく用いられている。1 語として認識されているからこそ、さま
ざまな語と結合して複合語を形成する、という省略語基の働きを持つことができるのであ
る。このような複合語が見られるようになったことからも、外来語の複合語短縮形が日本
語の語彙として広く認識されていることがわかる。 
 
4. おわりに 
宮地 (1997) が「一般に見られる」と述べる「アンチ巨人」のような、外来語接辞と漢
語・和語との混種語は本研究では得られなかったが、雑誌と話し言葉では実態に差がある
とも考えられる。他の媒体(新聞、話し言葉など)についても調査を行えば、本研究の結果
との比較から、複合語短縮形の特徴がさらに明らかになるであろう。今後の課題としたい。 
林 (2004) は短縮パターンや結合位置の分析に留まっていたが、本研究では語彙そのも
のを具体的に検証することで、車や機械関連の専門用語や外来語の複合語短縮形そのもの
の定着が、省略語基としての働きを持つ語の増加につながっていること、外来語形容詞・
接頭辞を含む語が増加していることを指摘することができた。 
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